
比較対象となる他者の意見が必要です。

「自分と合わない人とも、どう折り合いをつけていくか」を学ぶプロセスです。
集団の中で、尊重し合う経験は、ある程度の人数があれば、より豊かになります。

少数の環境では、意見が似通ってしまうことがあります。
人数が多いと「自分とは違う視点」に多く触れることができ、自己理解が深まります。

具体的な取り組み

     実現のために

◎児童生徒が考えをもち、表現する等の活動の中で、切磋琢磨し社会性を育む環境を整えたり、対立や葛藤を乗り越え、

協力することのよさを味わうためには、

                                      一定程度の児童生徒数が必要。
◎児童生徒の学びを支え、人間性を育成していくためには、経験年数、専門性等

　　　　　　　　　　　　　　　 バランスのとれた教職員の配置が必要。
◎小規模特認校については、地域と少人数の良さを最大限に生かしながら、主体性や他者と協働する力を育んでいくと

ともに、小規模校での学習を望む児童生徒の選択肢としての役割を担う。

基本目標Ⅰ「生きる力」をはぐくむ学校教育の推進

 「多様な他者」との関わりを持つことができる集団規模を確保する


